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石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
多
発
し
て
お

り
、
今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

石
綿
を
取
扱
う
一
定
の
作
業
な
ど
に
従
事

し
て
い
た
方
は
、
石
綿
に
ば
く
露
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
医

療
機
関
に
ご
相
談
の
う
え
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
な
ど
に
よ
る
健
康
診
断
を
受
診
す
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
診
の
際
、
医

師
に
自
分
が
過
去
に
石
綿
に
係
る
作
業
を
行

っ
て
い
た
旨
お
伝
え
く
だ
さ
い
。）
併
せ
て
、

発
が
ん
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の

で
、喫
煙
を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

健
康
管
理
手
帳
制
度
や
労
災
補
償
制
度
が

あ
り
ま
す

　

健
康
診
断
の
結
果
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
で
一
定
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
り

の
労
働
局
に
申
請
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
健

康
管
理
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
無
料
で
定
期

的
に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
石
綿
肺
、
肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど
を

発
症
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
が
石
綿
に
ば
く

露
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ

ば
、労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

岐
阜
労
働
局　

安
全
衛
生
課

０
５
８―

２
４
５―

８
１
０
３

（
石
綿
ば
く
露
防
止
対
策
、
法
規
制
、
健

康
管
理
手
帳
な
ど
に
関
す
る
こ
と
）

　

労
災
補
償
課０

５
８―

２
４
５―

８
１
０
５

（
労
災
補
償
制
度
に
関
す
る
こ
と
）

　

台
風
が
接
近
し
洪
水
の
恐
れ
が
あ
る
時

に
、
洪
水
に
備
え
ダ
ム
に
で
き
る
だ
け
多
く

水
を
貯
め
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
ダ
ム
の

水
位
を
下
げ
る
操
作
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
を

予
備
放
流
と
言
い
ま
す
。

　

予
備
放
流
を
行
う
時
は
、
台
風
の
規
模
、

進
路
、
速
度
お
よ
び
降
雨
の
予
測
を
も
と

に
洪
水
の
予
測
を
し
て
放
流
時
刻
を
決
め

ま
す
が
、
台
風
が
来
る
前
に
行
う
こ
と
か
ら

晴
天
時
で
あ
っ
て
も
ダ
ム
か
ら
の
放
流
量
が

増
え
、
河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ダ
ム
か
ら
の
放
流
を
行
う
時
は
サ

イ
レ
ン
な
ど
に
よ
り
注
意
を
う
な
が
し
ま
す

が
、
そ
の
際
に
は
河
川
か
ら
待
避
す
る
よ
う

に
ご
協
力
を
願
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

横
山
ダ
ム
工
事
事
務
所　

柴
田
、
三
村
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２
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２
８

　

揖
斐
川
町
は
、
重
点
基
盤
整
備
施
策
の
一

つ
と
し
て
、「
地
域
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
立
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
放

送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」
で
す
。

行
政
情
報
告
知
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
、
高
度
情
報
化
社
会

の
実
現
に
向
け
た
情
報
基
盤
を
、
光
ケ
ー
ブ

ル
技
術
を
使
っ
た
方
法
で
整
備
す
る
計
画
で

す
。
こ
の
方
法
で
は
、
放
送
、
情
報
を
伝
達

す
る
伝
送
路
と
し
て
、
光
ケ
ー
ブ
ル
や
同
軸

ケ
ー
ブ
ル
を
使
用
し
て
、
セ
ン
タ
ー
と
各
家

庭
、
事
業
所
、
公
共
施
設
な
ど
を
結
び
ま
す
。

　

こ
れ
ら
伝
送
路
は
、
電
柱
な
ど
に
架
け
ら

れ
て
町
内
を
網
羅
し
ま
す
が
、
事
業
の
設
計

や
施
工
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、
電
柱

な
ど
の
分
布
や
家
庭
へ
の
引
き
込
み
状
況
を

十
分
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

準
備
調
査
が
12
月
ま
で
の
予
定
で
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
揖
斐
川
町
が
委
託
を
し
た
調
査
員

が
、
町
内
の
ご
家
庭
、
事
業
所
な
ど
の
近
く

を
調
査
に
伺
い
ま
す
。（
宅
内
、
敷
地
内
に

お
邪
魔
し
た
り
、
立
会
い
を
求
め
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。）
調
査
員
は
、
揖
斐
川
町
発

行
の
写
真
入
調
査
員
証
（
名
札
）
を
常
時
身

に
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
不
明
の
際
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
情
報
政
策
課
２
２―

２
１
１
１

　

名
古
屋
局
・
岐
阜
局
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

�
�
�
放
送
受
信
障
害
�
対
策
終
了

�
�
知
�
�

�
放
送
通
信
�
�
�
�
�
�
整
備
事

業
�
�
準
備
調
査
�
�
協
力
�

Information Room

送
に
よ
る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
へ
の
受
信

障
害
の
対
策
は
、今
年
11
月
30
日
を
も
っ
て
、

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
テ
レ
ビ
の
受
信
障
害
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
左
記
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
デ
ジ
タ
ル
波
に
よ
る
障
害
の
対
策

費
用
は
国
が
負
担
し
、
事
前
に
ご
都
合
の
よ

い
時
間
帯
を
お
聞
き
し
た
う
え
で
、
腕
章
お

よ
び
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
た
対
策
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

（
社
）電
波
産
業
会
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ

ル
変
更
対
策
岐
阜
地
域
受
信
対
策
セ
ン
タ
ー

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル  

０
１
２
０―

１
２
４―

８
２
０

　

受
付
時
間　

９
時
〜
５
時
30
分

（
土
日
祝
日
を
除
く
）

　

水
稲
、
転
作
田
の
農
業
所
得
標
準
は
平
成

18
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
農
業
所
得
標
準
を
適
用
し
て
き
た

方
も
、
農
業
所
得
標
準
廃
止
後
は
収
入
金
額

か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
「
収
支
計
算
」

に
よ
り
所
得
金
額
を
計
算
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
記
帳
の
仕
方
や
収
支
内

訳
書
の
作
成
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　
９
月
16
日
（
金
）
10
時
〜
12
時

■
会
場　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館　

大
ホ
ー
ル

【
お
問
合
せ
先
】
大
垣
税
務
署　

個
人
課
税

　

第
１
部
門　

指
導
・
農
業
担
当
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（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
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洪水を貯める
ことのできる量

予備放流イメージ
満水位

現在貯水位

予備放流水位下限

台風に備え水位を下げ貯め
られる量を十分に確保する 


